棚田と山腹用水路
日本人にとって米は主食で、栄養摂取と聖餐として重視されます。高千穂では、天照大神の孫である瓊瓊杵尊（ニニギノミコト）が貴重な稲を大地に巻いたことから水田ができたと信じられています。瓊瓊杵尊と、彼を手伝った２人の住人の像は国見ヶ丘の景色の上にたち、9月から10月にかけては、息を呑むような雲海に覆われた田園を遠くまで眺めることができます。アジアの農地によく並んで見られる棚田のように見えますが、高千穂の棚田は、住民によって作られ育まれた500kmを超える精巧な水路網を用いて、1800ヘクタールを超える面積を占めています。高千穂郡椎葉山の産地地帯に位置するこの場所における昔から続く伝統は、2015年に国連によって、高千穂の稲作業が世界重要農業遺産システム（GIAHS）に認められました。19世紀以前、主な作物はキビなどの穀物でした。人々が米の価値に気づき、理解した時、人々はより高い場所、多くの場合山の奥にある水源を探しました。この目的を達成するために、人々は手作業で複雑な山腹の灌漑用水路を構築しました。今日、これらの灌漑用水路は、500km（東京と神戸間の高速道路の走行距離）以上のネットワークで構成されており、すべて住民たちによって維持されており、中には１世紀以上前の水路もあります。この豊かな農地の他の畑では、白菜、タバコ、その他の作物が育てられ、これらは1つの土地区間内における所有権の協力的な取り決めの中行われます。






